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1滋賀医科大学 .動物生命科学研究センターの紹介







で､動物の飼育は関学 2年目の 1976年 12月にプ
レハブの仮動物舎 (150m2) で開始され､1978年
には実験動物センターを設置､3階建ての l期建
























































































































































































































研究会としては 2000年 12月に発足した ｢ES研究
会｣があるが､この他にも本年 8月に発足させた
｢再生医療とMR医学研究会｣､そして昨年 4月か
らは技官の勉強会も兼ねた ｢RCALSランチョンセ
ミナー｣､大学院生を対象とした ｢プログレスレポ
ート｣等を開催している｡ これらの内容に関して
はいずれもホームページに掲載している｡
【将来に向けて】
当センタ-は､マウス､ラットからイヌ､ブタ
等の従来の飼育管理業務も今まで以上に充実させ
ていくと共に､学内の研究支援として､技官の努
力によって遺伝子改変マウスの作製､微生物クリ
ーニング化,膳の凍結保存､微生物モニタリング
などの受託支援業務も開始することが出来た｡
平成16年4月からの独法化を視野に入れて動物
実験施設の改組と改称を計画したが､現在のとこ
ろは予定通りに遂行しているO今後産学連携と積
極的な外部資金調達をめざし､研究をさらに押し
上げると共に､より特徴あるかつ開かれたセンタ
ーを作り上げたいと考えているO
